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【海外株式市場・経済指標】 ～ＮＦＰは下ぶれも失業率の見た目は低下～ 

２日の米国株式市場、ＮＹダウ平均株価は続伸。前日比＋30.34㌦の15658.36㌦で取引を終了。雇用統計Ｎ

ＦＰは市場予想を下回ったものの、ＱＥ縮小観測の後退などもあり、買いが優勢となった。 

雇用統計ＮＦＰは＋16.2万人と市場予想（＋18.5万人）を下回ったうえに、過去分も下方改定された

（５・６月分合計で2.6万人）。ＮＦＰ６ヶ月移動平均は20.0万人、同12ヶ月は18.9万人となった。なお、来

月分以降のＮＦＰ６ヶ月移動平均は２月分（33.2万人）が剥落するため、減速の公算が大きい。一方、失業

率は労働参加率の低下もあり前月から0.2ppt低下して7.4％。これは2009年１月以来の水準である。 

６月名目個人消費支出は前月比＋0.5％と市場予想（同＋0.5％）に一致（過去分は下方修正）。個人所得

は同＋0.3％と市場予想（同＋0.4％）を下回ったうえ、過去分も下方修正された。ＰＣＥデフレータは同＋

0.4％（前年比＋1.3％）、ＰＣＥコアデフレータは同＋0.2％（前年比＋1.1％）とディスインフレ基調が続

いている。 
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(備考)Bloombergにより作成。

16:01 現在

＜主要株価指数＞

終値 前日比
日経平均株価 14258.04 ▲208.12
ＴＯＰＩＸ 1184.74 ▲11.43
ＮＹダウ 15,658.36 30.34
ＤＡＸ（独） 8,406.94 ▲3.79
FTSE100（英） 6,647.87 ▲34.11
ＣＡＣ40(仏） 4,045.65 2.92
上海総合※ 2,047.40 17.983
＜外国為替＞※

98.44 円 ▲ 0.52 円
130.66 円 ▲ 0.69 円
1.3272 ㌦ ▲ 0.001 ㌦

＜長期金利＞※
日本 0.775 ％ ▲ 0.040 ％
米国 2.596 ％ ▲ 0.110 ％
英国 2.425 ％ 0.024 ％
ドイツ 1.651 ％ ▲ 0.016 ％
フランス 2.198 ％ ▲ 0.025 ％
イタリア 4.253 ％ ▲ 0.110 ％
スペイン 4.568 ％ ▲ 0.055 ％
オーストラリア 3.628 ％ ▲ 0.039 ％
＜商品＞
ＮＹ原油 106.94 ㌦ ▲ 0.95 ㌦
ＮＹ金 1310.60 ㌦ ▲ 0.40 ㌦

※は右上記載時刻における直近値。図中の点線は前日終値。

(出所）Bloomberg
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【外国為替相場・債券市場】 ～失業率低下には反応せず～ 

１-２日の海外市場は、ドルが売られる展開となった。雇用統計発表前まではドルが主要通貨に対して強含

んでいたが、ＮＦＰが市場予想を下回ると一転してドルが弱含んだ。ＩＣＥドルインデックスは前日比0.5％

低下した。米債市場も同様に雇用統計発表までは売り優勢で10年金利は2.75％に迫ったが、ＮＦＰが市場予

想を下回ると買い優勢に転じて結局は前日比11bp低下の2.60％。労働参加率低下や平均時給の鈍化も意識さ

れ失業率低下への反応は限定的だった。 

ＣＦＴＣデータ（7/30時点）によると円のネットショートポジションは５週間ぶりに減少（図）。そ

の他ユーロやポンドでもドルに対するショートポジションが減少するなど、ドルロングの縮小が目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

【国内マーケット・経済指標】 ～方向感は見出しづらい～  

５日の東京株式市場、日経平均株価は反落。前日比▲208.12円の14258.04円で取引を終了。前週末にかけ

て大幅上昇した反動に加えて為替円安が一服したことから利益確定売りが優勢となった。 

今週は日米共に大きなイベントが少なく方向感に乏しい展開が想定される。日銀ＭＰＭでは引き続き政策

変更が見込まれず無風が想定される。米国ではＩＳＭ指数（非製）、10・30年債入札、貿易収支が注目され

るが、いずれもトレンド変化の起点になるものではないだろう。サプライズがあるとすれば、ＦＲＢ人事関

連のニュースだが、こちらは「いつ、どこから」が特定できない点が厄介だ。現時点では、イエレン副議長

の昇格がコンセンサスであることに変わりはないが、サマーズ氏の抜擢が現実味を帯びるようであれば、Ｑ

Ｅ縮小が前倒しされるとの連想から米株安・米債安・ドル高の展開が想起される。この場合、日本株は米株

安と円安の綱引きとなり、明確な方向感は見出しづらい。国内企業の決算発表が一巡したことに加えて、国

内外の投資家が夏休み入りすることもあり、総じて方向感の乏しい展開となろう。方向感が定まるのはイベ

ントの多い９月入り後となるだろう。 

 

【注目点】 ～ＦＥＤ泣かせの雇用統計～  

今月も雇用統計は「強すぎず・弱すぎず」の内容で決定力不足であ

ったが、出口が遠のいた印象は受けない。７月雇用統計は、ＮＦＰ速

報値が16.2万人に減速する一方、失業率は0.2ppt低下して7.4％と

2009年１月以来の水準に到達した。ＮＦＰは市場予想こそ下回ったも

のの、６ヶ月移動平均では20.0万人と６ヶ月連続で20万人越えを達成

しており、ＱＥ縮小が正当化される水準をキープしている。失業率の

質的な改善は確認できないが、バーナンキ議長が既に示した「20114

年半ば・失業率7.0％・ＱＥ停止」への経路を辿っていると判断され

る。つまり、９月ＦＯＭＣでのＱＥ縮小は正当化される状況にある。また、失業率の質的改善を待っていて

は、いつまで経ってもＱＥ縮小に踏み切れないのも事実だ。出口は近づいているとみた方が無難だろう。 

 

【予想レンジ（５営業日内）】 

ＮＹダウ平均株価 15200～15800㌦ 日経平均株価 14000～14800円 ドル円 97.50～101.00円 
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